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第 1 章は，緒論であって， KrFエキシマレーザー開発の意義を明らかにしている。
第 2 章では，新レーザー開発の必要性と新レーザ一候補の中で、のKrF レーザーの位置づけをし，そ
の諸特性について述べている。
第 3 章では，放電励起KrF レーザーの試作とその動作特性について述べている。






















(3) 電子ビームのレーザー媒質中での挙動を扱った三次元モンテカルロコードを 2 種類作製し，レー
ザ一気体の励起現象を定量的に取扱うことに成功している。
(4) 電子ビーム励起レーザー装置を開発し，電子ビームとしては，電圧380kV，電流80kA，パルス幅
70n s を実現し，これを用いて得たレーザー励起の過程のデータを計算結果と対比し，両者の聞に良
好な一致をみている。
(5) 電子ビーム励起KrF レーザーの増幅実験も実施し，小信号利得，飽和強度を決定し，レーザ一光
取り出し効率は60% に達することを見出している。
このように本論文はKrF レーザーの素過程の解明を行い，高励起状態ではレーザー特性を記述する
のに単位モデルの解析では不十分でト上準位の振動レベルの存在と，その緩和を考慮すべきことを理論
的，実験的に明らかにしている。
これらの成果は，エキシマレーザー設計に関し，貴重な知見を与えるもので，レーザー工学の発展
に寄与する所が大である。よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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